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今
回
の

令和７年度当初予算
　薩摩川内スマイル
　  アクション 50ほか

令和６年度補正予算
　　価格高騰対策ほか

　　総括質疑並びに
　　　　　一般質問

　　　　意見交換会

　　　　委員会報告

　　議決結果等一覧
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子ども医療費給付事業 ふるさと納税を活用したコミュニティ
協議会支援事業

サーキュラー都市ブランディング
プロジェクト

当初予算
子ども・子育ての
　　　　支援に注力

コミュニティ支援に
　ふるさと納税を活用

ＳＤＧｓ・カーボンニュートラルの
　　　　　　　　　達成に向けて

ここに注目

その歳入予算何処から？

４億５，６４５万円 １８６万円 3,500万円

令和７年度当初予算　～前年度との比較～

一　般　会　計

5,296万円温泉給湯事業
浄化槽事業

会　計　名 令和7年度

1,669 万円
区画整理事業
国民健康保険の関連事業等
介護保険事業
後期高齢者医療事業
合計（一般会計＋特別会計） 851億 1,776万円

591億 2,000 万円
259億 9,776 万円

7億 9,341 万円
122億 1,207 万円
112億 9,026 万円
16億 3,237 万円

17億 1,282万円↑
850万円↑
3,176万円↑

2億 7,768 万円↑
1億 7,701 万円↓

503万円↑
686万円↑

1億 5,282 万円↑
15億 6,000 万円↑

増減額

834億 493万円

令和6年度
575億 6,000 万円
258億 4,493 万円

4,610 万円
1,167 万円

9億 7,042 万円
119億 3,439 万円
112億 5,850 万円
16億 2,387 万円

特　別　会　計

合　　　計

（目的別内訳）
歳 出

総務費
13.7％

民生費
33.9％

衛生費
11.8％農林水産業費3.7％

商工費3.5％

土木費
9.6％

消防費
4.9％

教育費
8％

公債費
6.8％

その他3.5％ 議会費0.5％

労働費0.1％

〇義務的経費（歳出の49.8％）
　→毎年必ず支出しなければならな
　　い経費のこと。
〇投資的経費（歳出の13.6％）
　→支出効果が資本形成に向けられ、
　　施設などの将来に形が残るもの
　　に対する経費のこと。

〇自主財源（歳入の37.5％）
　→市税など、市が自主的に調達で
　　きる収入のこと。
〇依存財源（歳入の62.5％）
　→国庫支出金や県支出金など、国
　　や県から交付されたり、割り当
　　てられる財源や市債（借金）に
　　よる収入のこと。

事業実施に伴う
市債（借金）を
返済するお金

道路、河川、
住宅、公園の
整備や維持管
理等に使用す
るお金

学校管理や
文化財保護等に
使用するお金

児童・高齢者支援や
生活保護等に使用
するお金

市役所の全般的な
仕事等に使用するお金

市民１人当たり

※ 令和7年1月1日現在の人口（90,535人）で算出

の予算を計上

私に使われる予算は？

医療やごみ処理等に
使用するお金

市税
26.3％

繰入金
5.4％

繰越金
1.7％その他

4.1％

地方交付税
20.6％

県支出金
10％

市債
6.8％

地方消費税交付金3.6％ 地方譲与税等1.5％

国庫支出金
20％

自主財源
37.5％

依存財源
62.5％

市が借り
入れたお金

保育や医療など
用途が決まって
いるお金

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金

市の貯金
から出す
お金

水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

収益的収入 19億　285万円
収益的支出
資本的収入
資本的支出

会計名 令和7年度

18億 2,340 万円
2億 7,492 万円
12億 3,842 万円
3億 2,564 万円
3億 1,553 万円
1億 4,856 万円
2億 3,243 万円
9億 8,105 万円
9億 4,010 万円
11億 2,400 万円
13億 8,983 万円

令和 6年度 前年度比
19億　317万円
17億 4,663 万円
2億 8,242 万円
12億 4,610 万円
3億 1,708 万円
3億　611万円
1億 3,821 万円
2億 1,396 万円
10億 1,460 万円
9億 7,843 万円
9億 4,400 万円
11億 9,976 万円

32万円↓
7,677万円↑
750万円↓
769万円↓
856万円↑
942万円↑
1,035万円↑
1,847万円↑
3,355万円↓
3,833万円↓

1億 8,000 万円↑
1億 9,008 万円↑

下
水
道
事
業

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

公営企業会計当初予算　前年度との比較

市　民　税 45億1,043万円 4億7,204万円↑
固定資産税 93億1,046万円 1億6,144万円↑
市たばこ税 6億8,699万円 1,093万円↓

6億1,973万円 2,001万円↑使用済核燃料税
そ　の　他 4億2,259万円 629万円↑
合　　　計 155億5,021万円 6億4,884万円↑

科　　　目 金　　　額 増減額
市税の内訳

義務的経費 294億5千万円 20億2千万円↑

投資的経費 80億5千万円 12億5千万円↓
その他経費 216億2千万円 7億9千万円↑
合　　　計 591億2千万円 15億6千万円↑

項　　　目 金　　　額 前年度比

一般会計歳出予算の性質別内訳

591億
2,000万円

591億
2,000万円

（一般会計）

歳 入

※本記事の数値は、端数調整により、合計額や増減額等に誤差がございます。 ※掲載画像は、イメージ図です。

（当初予算の概要）
　今定例会では、令和７年度の当初予算に係るすべての議案を原案可決しました。
　これに伴い、一般会計当初予算は、前年度比約１５億６千万円（約２．７％）増の５９１億２千万円となりました。
　また、９特別会計の当初予算総額は、前年比約１億５千万円（約０．６％）増の２６０億円となりました。

生産

消費

リサイクル

4,417
3,007

PICK
UP!

その歳出予算何に使うの？（一般会計）

薩摩川内スマイルアクション50に注力
～薩摩川内音楽祭事業 1,500万円～

令和７年度 当初予算議案をすべて可決

か

薩摩川内市議会だより　No.83 2
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義務的経費 294億5千万円 20億2千万円↑

投資的経費 80億5千万円 12億5千万円↓
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一般会計歳出予算の性質別内訳

591億
2,000万円

591億
2,000万円

（一般会計）

歳 入

※本記事の数値は、端数調整により、合計額や増減額等に誤差がございます。 ※掲載画像は、イメージ図です。

（当初予算の概要）
　今定例会では、令和７年度の当初予算に係るすべての議案を原案可決しました。
　これに伴い、一般会計当初予算は、前年度比約１５億６千万円（約２．７％）増の５９１億２千万円となりました。
　また、９特別会計の当初予算総額は、前年比約１億５千万円（約０．６％）増の２６０億円となりました。

生産

消費

リサイクル

4,417
3,007

PICK
UP!

その歳出予算何に使うの？（一般会計）

薩摩川内スマイルアクション50に注力
～薩摩川内音楽祭事業 1,500万円～

令和７年度 当初予算議案をすべて可決

か

薩摩川内市議会だより　No.833
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
議
案
は
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

《
反
対
討
論
》

○
物
価
高
騰
へ
の
対
策
が
不
十
分

　
で
あ
る
た
め
、
過
去
に
行
っ
た

　
す
べ
て
の
対
策
を
行
い
、
国
に

　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
と
消
費
税

　
の
減
税
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

　
原
発
が
な
く
な
れ
ば
必
要
性
が

　
薄
れ
る
、
避
難
道
路
整
備
の
事

　
業
等
に
充
て
る
べ
き
で
あ
る
。

○
大
企
業
の
内
部
留
保
は
、
人
件

　
費
や
設
備
投
資
等
で
は
な
く
、

　
自
社
株
の
購
入
等
に
使
用
さ
れ

　
て
不
健
全
で
あ
る
た
め
、
港
湾

　
事
業
へ
の
多
大
な
予
算
投
資
を

　
危
惧
す
る
。

○
予
算
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支

　
え
て
安
心
を
つ
く
る
、
医
療
、

　
介
護
、
子
育
て
、
教
育
、
農
業
、

　
防
災
等
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。

《
賛
成
討
論
》

○
第
３
次
総
合
計
画
、
市
長
マ
ニ

　
フ
ェ
ス
ト
、
薩
摩
川
内
ス
マ
イ

　
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
50
実
現
に
向
け

　
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
議
討
論

○
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

　
を
目
指
し
た
予
算
編
成
で
あ
り
、

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
の

　
課
題
に
対
し
て
創
意
工
夫
を
凝

　
ら
し
た
新
規
事
業
も
計
上
さ
れ

　
て
い
る
。

○
総
じ
て
、
各
種
課
題
へ
の
対
応

　
を
図
り
、
市
政
発
展
や
市
民
福

　
祉
向
上
に
配
慮
し
た
予
算
で
あ

　
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

○
法
定
外
繰
入
れ
を
行
っ
て
国
保

　
税
を
引
下
げ
、
誰
で
も
安
心
し

　
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国
保
制

　
度
へ
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

○
一
般
会
計
か
ら
介
護
保
険
会
計

　
へ
の
繰
入
れ
を
行
い
、
介
護
保

　
険
料
の
引
下
げ
と
、
介
護
サ
ー

　
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
す
べ
き
で

　
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

○
国
民
を
年
齢
で
区
切
っ
て
別
枠

　
の
医
療
保
険
へ
囲
い
込
み
、
負

　
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
付
け

　
る
同
制
度
を
廃
止
し
て
、
以
前

　
の
制
度
へ
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

甑ミュージアム事業

○恐竜化石等の調査・研
　究や、プロモーション
　事業、甑ミュージアム
　の施設管理等を行うも
　の。

○甑ミュージアムに関する業務は、令和７
　年度から所管が異動することから、人員
　の配置や予算の移行といった事項まで、
　しっかりと引き継がれたい。

ダイバーシティ社会形成推進事業

○多様な人材が尊重しあ
　い、力を発揮できる環境
　を実現できるように、
　広報啓発を行うもの。

恐竜化石・ダイバーシティ社会

こども計画・民生委員ＩＣＴ
こども計画策定事業 民生委員ＩＣＴプラットフォーム事業

○民生委員・児童委員活動において、アプリ
　やタブレット等を活用することにより、行
　政や関係機関との情報共有やコミュニケー
　ションの円滑化と業務の軽減を図り、民生
　委員の担い手不足解消にもつなげるもの。
○災害時の要支援者の安否
　情報や行方不明者情報な
　どの共有をリアルタイム
　に行うなど、見守り活動
　にも活用するもの。

公園整備・インバウンド推進ほか

インバウンド推進事業
287万9千円

5,144万5千円

1,208万1千円 267万7千円

550万円

要望
○ターゲットである市民まで情報が届か
　ず、講演会等の参加者に偏りが見られる
　ため、地区コミへも浸透させていくなど、
　より効果的な広報・啓発を検討されたい。

要望

総務文教委員会
付託審査

生活福祉委員会
付託審査

産業建設委員会
付託審査

就農者育成拠点施設研修事業
644万1千円

○センノオトとの
　一体的な利用促
　進と薩摩川内ス
　マイルアクショ
　ン 50 に基づき、
　インクルーシブ
　遊具を設置する
　もの。

向田公園遊具施設整備事業

【イメージ図】赤い部分に設置

4,000万円

展示されている恐竜化石

 【インクルーシブ遊具とは】
○すべての子どもたちが一緒に遊べるように
　設計された遊具で、障害の有無にかかわら
　ず、誰もが楽しめるように配慮されている。

○農業への理解促進及び農業就業者の確保・
　育成を図るため、就農者育成拠点施設にお
　ける主要事業の一つとなる研修事業を農業
　公社に委託するもの。

○インバウンド誘客事
　業「サムライツーリ
　ズム」として、アジア
　圏や欧米系のエー
　ジェントや、クルー
　ズ船エージェントを
　招聘し、モニターツ
　アーを実施するもの。 体験！サムライツーリズム

○本市を訪れる外国人に、より楽しんでも
　らえるよう、きゃんぱく事業などの魅力
　ある事業との連携を検討されたい。

要望

当初予算 ここに反対！ここに賛成！

○各部が実施する事業の目的や予算額、また
　市全体における予算の配分など適切な措置
　である。

○物価高騰が市民の暮らしに影響を及ぼす中、
　特に畜産農家に対する飼料などの補助が不
　十分である。
○市民から強く要望されている道路維持予算
　が十分に確保されていない。

委員会での反対討論

委員会での賛成討論
○全てのこども・若者が幸福な生活を送るこ
　とができる社会を実現するため、こどもや
　子育て当事者等の意見反映のための調査を
　実施し、調査結果を踏まえたこども施策に
　係る計画の策定を行うもの。

令和７年度 当初予算議案をすべて可決
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
議
案
は
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

《
反
対
討
論
》

○
物
価
高
騰
へ
の
対
策
が
不
十
分

　
で
あ
る
た
め
、
過
去
に
行
っ
た

　
す
べ
て
の
対
策
を
行
い
、
国
に

　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
と
消
費
税

　
の
減
税
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

　
原
発
が
な
く
な
れ
ば
必
要
性
が

　
薄
れ
る
、
避
難
道
路
整
備
の
事

　
業
等
に
充
て
る
べ
き
で
あ
る
。

○
大
企
業
の
内
部
留
保
は
、
人
件

　
費
や
設
備
投
資
等
で
は
な
く
、

　
自
社
株
の
購
入
等
に
使
用
さ
れ

　
て
不
健
全
で
あ
る
た
め
、
港
湾

　
事
業
へ
の
多
大
な
予
算
投
資
を

　
危
惧
す
る
。

○
予
算
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支

　
え
て
安
心
を
つ
く
る
、
医
療
、

　
介
護
、
子
育
て
、
教
育
、
農
業
、

　
防
災
等
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。

《
賛
成
討
論
》

○
第
３
次
総
合
計
画
、
市
長
マ
ニ

　
フ
ェ
ス
ト
、
薩
摩
川
内
ス
マ
イ

　
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
50
実
現
に
向
け

　
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
議
討
論

○
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

　
を
目
指
し
た
予
算
編
成
で
あ
り
、

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
の

　
課
題
に
対
し
て
創
意
工
夫
を
凝

　
ら
し
た
新
規
事
業
も
計
上
さ
れ

　
て
い
る
。

○
総
じ
て
、
各
種
課
題
へ
の
対
応

　
を
図
り
、
市
政
発
展
や
市
民
福

　
祉
向
上
に
配
慮
し
た
予
算
で
あ

　
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

○
法
定
外
繰
入
れ
を
行
っ
て
国
保

　
税
を
引
下
げ
、
誰
で
も
安
心
し

　
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国
保
制

　
度
へ
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

○
一
般
会
計
か
ら
介
護
保
険
会
計

　
へ
の
繰
入
れ
を
行
い
、
介
護
保

　
険
料
の
引
下
げ
と
、
介
護
サ
ー

　
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
す
べ
き
で

　
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

《
反
対
討
論
》

○
国
民
を
年
齢
で
区
切
っ
て
別
枠

　
の
医
療
保
険
へ
囲
い
込
み
、
負

　
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
付
け

　
る
同
制
度
を
廃
止
し
て
、
以
前

　
の
制
度
へ
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

甑ミュージアム事業

○恐竜化石等の調査・研
　究や、プロモーション
　事業、甑ミュージアム
　の施設管理等を行うも
　の。

○甑ミュージアムに関する業務は、令和７
　年度から所管が異動することから、人員
　の配置や予算の移行といった事項まで、
　しっかりと引き継がれたい。

ダイバーシティ社会形成推進事業

○多様な人材が尊重しあ
　い、力を発揮できる環境
　を実現できるように、
　広報啓発を行うもの。

恐竜化石・ダイバーシティ社会

こども計画・民生委員ＩＣＴ
こども計画策定事業 民生委員ＩＣＴプラットフォーム事業

○民生委員・児童委員活動において、アプリ
　やタブレット等を活用することにより、行
　政や関係機関との情報共有やコミュニケー
　ションの円滑化と業務の軽減を図り、民生
　委員の担い手不足解消にもつなげるもの。
○災害時の要支援者の安否
　情報や行方不明者情報な
　どの共有をリアルタイム
　に行うなど、見守り活動
　にも活用するもの。

公園整備・インバウンド推進ほか

インバウンド推進事業
287万9千円

5,144万5千円

1,208万1千円 267万7千円

550万円

要望
○ターゲットである市民まで情報が届か
　ず、講演会等の参加者に偏りが見られる
　ため、地区コミへも浸透させていくなど、
　より効果的な広報・啓発を検討されたい。

要望

総務文教委員会
付託審査

生活福祉委員会
付託審査

産業建設委員会
付託審査

就農者育成拠点施設研修事業
644万1千円

○センノオトとの
　一体的な利用促
　進と薩摩川内ス
　マイルアクショ
　ン 50 に基づき、
　インクルーシブ
　遊具を設置する
　もの。

向田公園遊具施設整備事業

【イメージ図】赤い部分に設置

4,000万円

展示されている恐竜化石

 【インクルーシブ遊具とは】
○すべての子どもたちが一緒に遊べるように
　設計された遊具で、障害の有無にかかわら
　ず、誰もが楽しめるように配慮されている。

○農業への理解促進及び農業就業者の確保・
　育成を図るため、就農者育成拠点施設にお
　ける主要事業の一つとなる研修事業を農業
　公社に委託するもの。

○インバウンド誘客事
　業「サムライツーリ
　ズム」として、アジア
　圏や欧米系のエー
　ジェントや、クルー
　ズ船エージェントを
　招聘し、モニターツ
　アーを実施するもの。 体験！サムライツーリズム

○本市を訪れる外国人に、より楽しんでも
　らえるよう、きゃんぱく事業などの魅力
　ある事業との連携を検討されたい。

要望

当初予算 ここに反対！ここに賛成！

○各部が実施する事業の目的や予算額、また
　市全体における予算の配分など適切な措置
　である。

○物価高騰が市民の暮らしに影響を及ぼす中、
　特に畜産農家に対する飼料などの補助が不
　十分である。
○市民から強く要望されている道路維持予算
　が十分に確保されていない。

委員会での反対討論

委員会での賛成討論
○全てのこども・若者が幸福な生活を送るこ
　とができる社会を実現するため、こどもや
　子育て当事者等の意見反映のための調査を
　実施し、調査結果を踏まえたこども施策に
　係る計画の策定を行うもの。

令和７年度 当初予算議案をすべて可決
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当
初
予
算

補
正
予
算

意
見
交
換
会
　
　
　

　
　
　
　
　
・
意
見
書

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　
並
び
に
一
般
質
問



価格高騰対策・港湾改修 ほか

令
和
６
年
度
第
８
回

　
　
　
　
〜
第
12
回
補
正
予
算

合
計
12
億
３
千
９
４
５
万
３
千
円
増

の
補
正
予
算
に
係
る
議
案
を
可
決

○物価高騰の影響を受けている
　生活者や事業者への支援を行
　うとともに、地域経済の活性
　化を図るため、キャッシュレ
　ス決済による地域経済対策
　（ポイント付与）を実施する
　もの。

キャッシュレス決済による地域経済対策事業（専決）

○物価高騰に直面する低所得世帯への支援と
　して、給付金を支給するもの。

○支給対象者・支給額
　→令和６年度住民税非課税世帯
　→１世帯当たり３万円
※ 子育て世帯には、子ども１人当た
　 り２万円を加算。

価格高騰対策住民税非課税世帯支援給付金事業（専決）

○国の補正予算に伴い、事業
　増となった国が行う川内港
　（唐浜地区）の直轄港湾改
　修事業に要する経費の一部
　を拠出する負担金を増額す
　るもの。

港湾直轄改修事業負担金

○予防指導車の更新整備を
　図るもの。

消防資機材整備事業（予防指導車）

○国の補正予算に伴い、
　災害発生時の避難所生
　活環境の向上を図るた
　め、災害備蓄品等を購
　入整備するもの。

避難所生活環境改善事業

○鳥獣被害防止のため、鳥獣
　被害対策実践事業である緊
　急捕獲活動支援事業委託費
　を県補助金内示額に併せて
　増額し、市単独事業の有害
　鳥獣捕獲等委託料を増額す
　るもの。

鳥獣被害対策事業

○配備先
　→消防本部予防課
○内容
　→予防指導車１台

本会議審議

4億8,877万9千円 2億5,180万円

2億8,385万1千円 4,929万1千円

368万2千円 5,763万8千円

段ボールベッド

（
第
８
・
９
回
・
専
決
）

　
○
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
低
所

　
　
得
世
帯
、
生
活
者
、
事
業
者

　
　
へ
の
支
援
に
係
る
予
算
計
上

（
第
10
回
）

　
①
国
の
第
１
号
補
正
予
算
に
伴

　
　
う
予
算
計
上
　

　
②
国
県
補
助
事
業
に
お
け
る
補

　
　
助
内
示
等
に
伴
う
予
算
の
増

　
　
減
調
整

　
③
実
績
見
込
み
等
に
よ
る
予
算

　
　
の
増
減
調
整

（
第
11
回
）

　
○
国
家
公
務
員
に
係
る
一
般
職

　
　
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

　
　
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
　
律
等
の
公
布
に
伴
い
、
職
員

　
　
等
の
給
与
改
定
経
費
等
に
係

　
　
る
予
算
の
計
上

（
第
12
回
）

　
○
地
方
消
費
税
交
付
金
の
交
付

　
　
額
決
定
に
伴
う
市
有
施
設
保

　
　
全
基
金
積
立
金
の
増
額
等
　

PICK
UP!

PICK
UP!

令和６年度補正予算 可決をすべて
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開催日：２月２８日、３月３日、４日、５日（４日間）

代表質問した４名の議員と、個人質問した１５名の議員が、市政全般における市の考
えを問い、政策等を提案しました。
このコーナーでは、質問した議員自らがその要点を抽出してご紹介します。

総括質疑
並びに
一般質問写真：本会議場

市民目線で市政のここを問う

代
表
質
問

希き
づ
な
か
い
綱
会
（
松ま

つ
の野　
信し

ん

作さ
く

）

令
和
７
年
度当

初
予
算
を
問
う

問  

薩
摩
川
内
市
未
来
の
ま

ち
創
生
整
備
基
金
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答  

本
基
金
は
、川
内
原
発

の
40
年
運
転
期
間
延
長
に
伴

い
、令
和
７
年
度
以
降
、本
市

に
12
億
４
千
１
０
０
万
円
交

付
さ
れ
る「
原
子
力
発
電
施

設
等
立
地
地
域
基
盤
整
備

支
援
事
業
交
付
金
」を
財
源

と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
で
あ

る
。な
お
、本
交
付
金
を
活
用

し
て
、子
育
て
支
援
事
業
や

道
路
整
備
事
業
を
実
施
し
、

地
域
の
振
興
や
福
祉
の
向
上

等
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問  

自
治
公
民
館
等
設
置
事

業
補
助
金
事
業
の
補
助
対
象

が
拡
充
さ
れ
て
い
る
が
、そ

の
内
容
は

答  

令
和
６
年
度
は
、コ
カ

フ
ェ
ス
２
０
２
４
を
開
催
し

た
。令
和
７
年
度
は
、薩
摩
川

内
ス
マ
イ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
50
の

経
済
ス
マ
イ
ル
事
業
に
基
づ

き
、若
年
層
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
的
と
し
て
、本
市
の
若

者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
コ
ラ
ボ

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

る
。事
業
者
や
企
画
は
、プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集・審
査

し
て
決
定
す
る
計
画
で
あ
る
。

問  

川
内
港
背
後
地
北
側
道

路
整
備
事
業
の
概
要
と
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答  

本
事
業
は
、臨
港
道
路

唐
浜
京
泊
線
と
市
道
港
・
網

津
線
を
結
ぶ
道
路
を
新
規
路

線
と
し
て
整
備
し
、川
内
港

や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州

等
と
の
連
携
確
保
と
、埠
頭
へ

の
物
流
機
能
の
強
化
を
図
る

も
の
で
あ
る
。令
和
６
年
度
の

測
量
設
計
、令
和
７
年
度
か

ら
の
用
地
取
得
と
工
事
を
経

て
、令
和
９
年
度
に
延
長
部

分
６
４
０
ｍ
の
整
備
を
完
了

す
る
計
画
で
あ
る
。

問  

学
び
の
多
様
化
支
援
事

業
の「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

ど
こ
に
設
置
さ
れ
る
か
。

答  

現
在
の
教
育
支
援
セ
ン

答  

指
定
避
難
所
と
な
っ
て�

い
る
自
治
公
民
館
の
空
調
整

備
へ
の
補
助
で
、補
助
率
は
費

用
の
２
分
の
１（
上
限
50
万

円
）で
あ
る
。

問  

永
田
排
水
機
場
改
修
事

業
に
お
け
る
、今
後
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答  

永
田
排
水
機
場
は
、築�

50
年
を
経
過
し
て
お
り
、老

朽
化
が
著
し
い
た
め
、令
和
７

年
度
に
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
設

計
を
行
い
、令
和
８
年
度
以

降
に
お
け
る
ポ
ン
プ
の
工
事

方
法
等
を
含
め
て
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

問  

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ

ベ
ン
ト
事
業
は
、ど
の
よ
う

な
形
で
取
り
組
む
の
か
。

タ
ー
は
、登
校
す
る
こ
と
が
難

し
い
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
て
、個
別
学
習
や
相

談
を
行
う
場
所
で
、「
ス
マ
イ

ル
ル
ー
ム
」と
し
て
薩
摩
川
内

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。令
和
７
年
度

か
ら
学
校
の
中
に
新
設
さ
れ

る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、空
き
教
室
を
活
用
し
た
、

学
級
に
入
り
づ
ら
い
児
童・生

徒
が
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習

や
生
活
を
す
る
部
屋
で
、川

内
北
中・川
内
中
央
中・川
内

南
中
に
設
置
さ
れ
る
。

①
令
和
７
年
度
当
初
予
算

②�

甑
島
内
の
工
事
箇
所
の
検

査
と
現
場
管
理

代
表
質
問
通
告
一
覧

【
補
足
】

　

こ
の
他
、
原
発
が
立
地
す
る

自
治
体
に
は
、
地
域
振
興
や
理

解
促
進
等
を
目
的
と
し
て
、
公

共
施
設
の
整
備
や
地
域
住
民
の

福
祉
対
策
等
、
幅
広
い
分
野
に

活
用
で
き
る
「
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
て

い
る
。
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問   

歳
入
の
確
保
策
は

答  

市
税
等
の
徴
収
率
向

上
、債
権
管
理
の
徹
底
、広
告

収
入
や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

ま
た
、市
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
、翌
年
度
の
収
入
見
込

額
を
的
確
に
把
握
し
、可
能

な
限
り
国
や
県
の
補
助
金
を

活
用
す
る
。さ
ら
に
、市
債
に

つ
い
て
も
交
付
税
措
置
率
が

高
く
、有
利
な
地
方
債
の
活

用
に
努
め
る
。

問  

中
期
財
政
運
営
指
針
策

定
時
の
令
和
４
年
度
と
比
較

し
て
、本
市
の
財
政
環
境
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

答  

本
市
の
財
政
状
況
は
、

年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
関

連
経
費
や
、多
様
化
す
る
市

向
き
に
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
、介

護
面
の
課
題
と
対
策
を
問
う

問  

本
市
に
お
け
る
65
歳
以

上
の
人
口
と
、川
薩
圏
域
の

健
康
寿
命
は

答  問　

高
齢
者
介
護
の
課
題

は答  

後
期
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
、要
介
護・要
支
援
認
定

者
の
増
加
が
課
題
で
あ
る
。

問   

今
後
の
対
策
は

答  

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ

プ
事
業
や
ミ
ニ
デ
イ
等
の
介

護
予
防
事
業
を
継
続
す
る
ほ

か
、長
寿
健
康
診
査
や
フ
レ
イ

ル
予
防
講
座（
サ
ロ
ン
等
へ
出

向
き
、口
腔
や
低
栄
養
等
の

講
話
や
指
導
を
行
う
講
座
）

等
の
事
業
を
推
進
す
る
。

問  

戦
後
80
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
、平
和
の
あ

り
が
た
さ
や
戦
争
の
愚
か
さ

を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く

べ
き
と
思
う
が
、市
長
の
考

え
は

答  

日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
は
、極
め
て
意
義
深

い
。戦
争
経
験
者
の
高
齢
化

も
進
む
中
で
市
民
が
平
和
を

願
う
思
想
を
持
ち
続
け
て
い

く
に
あ
た
り
、戦
争
の
体
験
を

次
世
代
へ
語
り
継
ぎ
、若
い
世

代
の
平
和
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
、大
切
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問  

生
誕
１
２
０
年
を
迎
え

る
作
家・椋
鳩
十
氏
の
作
品

で
、命
の
大
切
さ
や
戦
争
の

愚
か
さ
を
、次
世
代
へ
伝
え

る
取
組
が
で
き
な
い
か
。

答  

椋
氏
の
書
籍
等
を
紹
介

す
る
取
組
を
通
じ
て
、利
用

者
が
命
の
大
切
さ
や
戦
争
の

悲
惨
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
、中
央
図
書
館
や
分
館

で
提
供
す
る
ほ
か
、学
校
の

図
書
室
に
お
い
て
も
、椋
氏

民
ニ
ー
ズ
に
加
え
、円
安
の
影

響
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー・原
材

料
価
格
の
高
騰
、さ
ら
に
は
金

利
上
昇
も
予
想
さ
れ
、年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。な

お
、中
期
財
政
運
営
指
針
を

策
定
し
た
令
和
４
年
度
当
時

に
お
い
て
、現
在
の
状
況
は
見

込
め
て
い
な
か
っ
た
。

薩
摩
川
内
ス
マ
イ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
50
や
総
合
計
画
に
お

け
る
取
組
事
業
を
問
う

問  

少
子
化
対
策
と
子
育
て

支
援
に
ど
の
よ
う
に
取
組

み
、令
和
11
年
度
に
お
け
る

合
計
特
殊
出
生
率
２・０
０

と
い
う
目
標
値
達
成
を
目

指
し
て
い
く
の
か
道
筋
を
示

せ
。

答  

少
子
化
対
策
と
子
育
て

支
援
強
化
の
た
め
、今
定
例

会
に「
少
子
化
対
策・子
育
て

支
援
基
本
条
例
」を
提
案
し
、

令
和
11
年
度
ま
で
の
５
か
年

計
画
と
し
て「
少
子
化
対
策・

子
育
て
支
援
戦
略
実
行
方

針
」を
策
定
し
た
。そ
の
目
的

は
、出
会
い
か
ら
子
育
て
に
至

問  

本
市
で
は
、高
齢
者
の

独
居
世
帯
の
方
が
置
き
去
り

に
さ
れ
な
い
よ
う
な
対
策
は

で
き
て
い
る
の
か
。

答  

ミ
ニ
デ
イ
等
を
通
し
た�

「
仲
間
づ
く
り・社
会
参
加
」、

民
生
委
員
等
を
介
し
た「
声

か
け
・
見
守
り
活
動
」
、緊

急
時
の
連
絡
体
制
を
整
え
る

「
緊
急
通
報
体
制
整
備
事

業
」を
行
っ
て
お
り
、今
後
も

高
齢
者
が
孤
立
す
る
こ
と
な

く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
に
努
め
て
い
く
。

問  

「
共
生
社
会
の
実
現
を

推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基

本
法
」の
施
行
を
受
け
て
本

市
の
取
組
は

答  

認
知
症
予
防
と
し
て
は

ミ
ニ
デ
イ
や
初
期
集
中
支
援

事
業
に
、社
会
参
加
促
進
と

し
て
は
認
知
症
カ
フ
ェに
取
り

組
ん
で
い
る
。

①�
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
介

護
面
の
課
題
と
対
策

②�
災
害
時
の
福
祉
的
な
視
点

と
保
健
衛
生
環
境
の
整
備

③
地
方
就
職
学
生
支
援
事
業

④�

戦
後
80
年
、戦
争
の
愚
か

さ
を
伝
え
る
取
組

⑤
有
機
農
業
拡
大
の
取
組

や
戦
争
と
平
和
に
関
す
る
絵

本
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
よ
う

働
き
か
け
る
。ま
た
、そ
れ
ら

の
絵
本
を
、教
師
や
読
書
グ

ル
ー
プ
が
行
う
読
み
聞
か
せ

や
、家
庭
で
の
20
分
読
書
活

動
等
で
も
積
極
的
に
活
用
す

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

有
機
農
業
拡
大
の
取
組
を

問  

本
市
に
お
け
る
①
農
家

の
戸
数
は
②
そ
の
う
ち
、有

機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

戸
数
は

答  

①
販
売
農
家
で
１
千�

３
６
１
戸
。②
８
戸
。（
２
０�

２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）

問  

東
郷
町
に
開
設
す
る
就

農
者
育
成
拠
点
施
設
で
有
機

農
業
に
取
り
組
む
者
を
育
成

で
き
な
い
か
。

答  

有
機
農
業
の
研
修
は
、サ

ポ
ー
ト
研
究
会
に
お
い
て
前

代
表
質
問
通
告
一
覧

公こ
う
め
い
と
う

明
党
（
中な

か

島し
ま　
由

ゆ
み
こ美子
）

戦
後
80
年
、
戦
争
の
愚
か
さ
を

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

創そ
う
ぞ
う
さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

造
薩
摩
川
内
（
坂さ

か

口ぐ
ち　
健け

ん
た太
）

令
和
７
年
度当初

予
算
案
を
問
う

男性 女性 合計
人数（人）13,197 17,012 30,209
比率（％） 43.7 56.3 100.0

男性 女性
健康寿命（歳） 81.23 86.37

本市における65歳以上の人口

川薩圏域における健康寿命
（令和6年4月1日現在）

（令和3年時点）
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答  

相
当
数
の
雇
用
者
や
関

連
企
業
が
あ
る
た
め
、本
市
の

基
幹
産
業・主
要
企
業
の一つ

と
認
識
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
予
算
編
成
方
針

問  

令
和
５
年
度
決
算
に
お

け
る
一
般
会
計
の
実
質
単
年

度
収
支
は
赤
字
で
あ
り
、そ

の
赤
字
の
継
続
は
、本
市
の

財
政
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
。合
併
特
例
事
業
債
の
終

了
も
踏
ま
え
、新
年
度
予
算

案
は
、財
政
の
安
定
的
な
運

営
に
配
慮
し
た
内
容
か
。

答  

令
和
５
年
度
の
収
入
は

実
質
赤
字
で
あ
っ
た
が
、令
和

７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、財
政
運
営
の
基
本
的
な

考
え
方
、基
金
管
理
、市
債
管

理
の
考
え
方
を
定
め
た
中
期

財
政
運
営
指
針
に
基
づ
い
て

予
算
編
成
を
行
い
、健
全
で

持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
堅

持
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

予
算
案
関
連
の
内
容
を
問
う

問  

①
原
子
力
発
電
施
設
等

立
地
地
域
基
盤
整
備
支
援
事

業
交
付
金
と
、②
未
来
の
ま

ち
創
生
整
備
基
金
積
立
て
の

詳
細
は

答  

①
県
策
定
の
地
域
振

問  

市
が
思
い
描
く
、人
と

経
済
が
循
環
す
る
ま
ち
づ
く

り（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
都
市
）と

は答  

人
や
モ
ノ
、情
報
の
つ
な

が
り
や
循
環
が
促
さ
れ
、新
た

な
資
源
循
環
の
輪
が
広
が
る

こ
と
で
、地
域
雇
用
の
創
出
や

地
域
経
済
の
活
性
化
等
に
よ

る
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る

こ
と
で
あ
る
。

問  

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
都
市
・

薩
摩
川
内
市
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
確
立
に
よ
る
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
と

は答  

市
民
が
資
源
循
環
の
取

組
自
体
の
価
値
を
理
解
・
認

知
す
る
こ
と
で
、自
ら
主
体
的

に
そ
の
取
組
に
参
画
し
、そ
の

取
組
を
通
じ
て
、ま
ち
自
体
へ

の
愛
着
や
誇
り
が
醸
成
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

問  

脱
炭
素
社
会
の
達
成
に

向
け
、原
子
力
政
策
の
推
進

は
必
要
と
考
え
る
が
、市
長

が
考
え
る
原
子
力
政
策
と

は答  

本
市
で
は
、市
議
会
の

る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
展
開
し
て
、子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
、方
針
の
進
捗
管
理
に
よ
る

各
事
業
の
検
証・刷
新
も
行
っ

て
い
く
。ま
た
、結
婚
や
子
育

て
を
支
援
す
る
社
会
的
機
運

の
醸
成
に
努
め
、合
計
特
殊

出
生
率
の
目
標
達
成
に
向
け

て
各
種
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問  

水
道
管
の
老
朽
化
対
策

と
、更
新
の
在
り
方
は

答  

更
新
箇
所
は
、耐
用
年

数
40
年
を
基
準
と
し
て
い
る

ほ
か
、直
近
２
年
間
に
お
け
る

漏
水
の
頻
度
が
３
回
以
上
で

あ
る
こ
と
を
目
安
に
決
定
し

て
い
る
。ま
た
、老
朽
管
の
更

新
に
は
、耐
震
管
を
使
用
し
て

耐
震
性
も
高
め
る
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。

本
市
の
防
災
・
危
機
管
理
体

制
を
問
う

問  

防
災
力・危
機
管
理
能

力
向
上
の
た
め
に
、危
機
管

理
部
を
設
け
る
考
え
は

答  

危
機
管
理
組
織
に
つ
い

て
は
情
報
収
集
を
行
い
、市

民
の
生
命・身
体・財
産
を
守

る
た
め
に
、市
役
所
組
織
と
し

て
、ま
た
全
市
的
に
ど
う
あ
る

興
計
画
に
基
づ
き
、国
が
県

に
25
億
円
を
交
付
し
た
も
の

を
、県
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
９

市
町
に
分
配
す
る
も
の
で
、

本
市
に
は
、令
和
11
年
度
ま

で
に
12
億
４
千
１
０
０
万
円

が
交
付
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。本
年
度
当
初
予
算
に
は

３
億
８
千
７
０
０
万
円
を
計

上
し
、子
育
て
支
援
事
業
と

道
路
整
備
事
業
を
実
施
予
定

で
、交
付
金
の
恩
恵
を
市
民

に
還
元
し
て
い
く
。②
基
金
を

造
成
し
、複
数
年
度
に
わ
た
る

交
付
金
の
弾
力
的
な
運
用
に

よ
り
、令
和
８
～
12
年
度
に
わ

た
っ
て
実
施
す
る
事
業
の
財

源
に
充
て
た
い
。

①�

施
政
方
針
及
び
施
策
の
概

要
②
予
算
編
成
方
針

③
予
算
案
の
関
連
事
項

④
本
市
の
物
価
高
騰
対
策

⑤�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ
る

学
校
施
設
の
利
用
無
償
化

判
断
、原
子
力
規
制
委
員
会

の
審
査
結
果
、鹿
児
島
県
専

門
委
員
会
の
検
討
結
果
、県

の
要
請
書
に
対
す
る
規
制
委

員
会
の
回
答
、県
か
ら
の
要

請
書
に
対
す
る
九
州
電
力
の

回
答
、市
民
か
ら
の
意
見・要

望
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判

断
し
、運
転
期
間
の
延
長
を

容
認
す
る
に
至
っ
た
。今
後

も
、市
民
の
安
全・安
心
の
確

保
を
第一に
、電
気
事
業
者
に

対
し
て
原
発
の
安
全
な
運
転

管
理
の
徹
底
や
、積
極
的
な

情
報
公
開
と
説
明
を
求
め
、

国
に
対
し
て
電
気
事
業
者
へ

の
厳
格
な
指
導
と
監
督
を
強

く
要
請
し
て
い
く
。

問  

市
長
は
、原
発
を
有
す

る
九
州
電
力
を
、本
市
の
基

幹
産
業
と
認
識
し
て
い
る

か
。

べ
き
か
の
議
論
を
続
け
、引
き

続
き
検
証
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問  

消
防
団
拠
点
施
設
の
耐

震
対
策
の
状
況
は

答  

本
市
の
消
防
団
拠
点
施

設
は
、車
庫
詰
所
が
57
棟
、車

庫
が
８
棟
あ
る
。こ
の
う
ち
、

昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改

正
前
に
建
設
さ
れ
た
車
庫
詰

所
２
棟
と
車
庫
４
棟
は
、現

行
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
た
め
、建
て
替
え
・
大

規
模
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

①
令
和
７
年
度
当
初
予
算
案

②�

薩
摩
川
内
ス
マ
イ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
50
と
第
３
次
薩
摩

川
内
市
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画

③
防
災・危
機
管
理
体
制

④
不
登
校
対
策

⑤�

各
分
野
別
・
地
域
別
の
課

題
代
表
質
問
通
告
一
覧

代
表
質
問
通
告
一
覧

創そ
う
し
か
い
志
会
（
山や

ま
も
と元　
剛つ

よ
し
）

令
和
７
年
度
施
政
方
針
と

施
策
の
概
要
を
問
う
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当
初
予
算

補
正
予
算

意
見
交
換
会
　
　
　

　
　
　
　
　
・
意
見
書

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　
並
び
に
一
般
質
問



問  

一般
米
の
買
取
り
価
格

高
騰
に
よ
り
、農
家
が
加
工

用
米
か
ら
一
般
米
に
作
付
け

を
移
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。加
工
用
米
を
作
付
け

す
る
農
家
へ
の
支
援
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答  

令
和
５
年
度
は
54
名
の

農
業
者
に
、約
７
千
３
０
０
万

円
を
交
付
し
て
お
り
、令
和
７

年
度
の
作
付
面
積
へ
の
影
響

も
見
据
え
て
、集
荷
業
者
と

意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、市
場
の
動
向
等
を
注

視
し
、加
工
用
米
の
需
要
に

対
応
で
き
る
よ
う
、国
に
よ
る

支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
く
。

農
畜
産
物
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

事
業
を
問
う

問  

国
体
や
市
誕
生
20
周

年
記
念
事
業
が
あ
っ
た
近
年

よ
り
も
イ
ベ
ン
ト
関
係
予
算

が
増
加
し
て
い
る（
前
年
比

15
億
６
千
万
円
の
増
）が
、令

和
７
年
度
は
ど
の
よ
う
な
計

画
か
。

答  

令
和
７
年
度
は
県
外
で

問  

市
の
直
営
施
設
等
に
お

け
る
カ
ス
ハ
ラ
事
案
に
つ
い

て
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答  

市
役
所
及
び
直
接
管
理

し
て
い
る
施
設
で
は
、「
市
不

当
要
求
の
防
止
及
び
対
策
に

関
す
る
要
綱
」や「
行
政
暴
力

対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
基
づ
き

対
応
し
て
い
る
ほ
か
、県
警
察

職
員
の
受
け
入
れ
、防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
等
を
行
い
、カ
ス
ハ

ラ
の
抑
止
に
つ
な
げ
て
い
る
。

指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
も
、

指
定
管
理
者
の
対
応
が
困
難

な
場
合
は
、当
該
施
設
担
当

課
も
連
携
を
図
って
い
る
。

道
路
標
示
の
点
検・補
修
を

問  

市
道
す
べ
て
を
点
検
し
、

消
え
た
道
路
標
示
に
つ
い
て

問  

先
進
事
例
に
倣
い
、空

家
へ
の
法
定
外
目
的
税
を
創

出
す
る
考
え
は
な
い
か
。厳

し
い
措
置
に
な
る
が
、空
家

対
策
や
、空
家
利
活
用
の
促

進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

答  

空
家
に
対
す
る
税
の
導

入
を
進
め
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、法
定
外
目
的
税
は
導
入

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、ま
ず
は
現
存

の
空
家
バ
ン
ク
制
度
や
危
険

廃
屋
等
解
体
促
進
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
企
業
誘

致
政
策
を

問  

現
在
の
企
業
誘
致
へ
の

取
組
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、さ
ら
に
思
い
切
っ
た
政
策

（
例
え
ば
立
地
企
業
へ
の
電

気
代
90
％
補
助
な
ど
）を
と

る
べ
き
と
考
え
る
が
、こ
の
こ

本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
、次

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
を
計
画

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
の
誹
謗
中

傷
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
設

置・拡
充
を

問  

市
民
と
市
職
員
の
相
談

窓
口
は

答  

未
成
年
の
市
民
の
う
ち
、

小
４
～
中
３
生
を
対
象
に
実

施
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
周

知
事
業
で
、様
々
な
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
相
談
窓

口
を
周
知
し
た
。市
職
員
は

総
務
課
で
相
談
を
受
け
て
お

り
、状
況
に
応
じ
た
対
応
を

行
って
い
る
。

〇�

人
口
流
出
の
防
止
と
移
住

定
住
促
進

は
、セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
で

も
引
き
直
せ
な
い
か
。

答  

幹
線
道
路
や
通
行
量
の

多
い
箇
所
等
を
中
心
に
調
査

を
行
い
、交
通
事
故
の
発
生

が
予
測
さ
れ
る
カ
ー
ブ
区
間

や
通
学
路
な
ど
は
、速
や
か
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
避
難
所
・
選
挙
の

投
票
所
の
見
直
し
を

問  

避
難
所・投
票
所
に
つ
い

て
は
、昨
今
の
猛
暑・酷
暑
を

想
定
し
て
、空
調
設
備
の
整
っ

た
施
設
に
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答  

避
難
所
に
つ
い
て
は
、空

調
設
備
の
整
備
や
新
た
な
施

設
へ
の
指
定
変
更
な
ど
を
含

め
、環
境
改
善
に
取
り
組
む
。

投
票
所
の
統
合
や
移
転
に
つ

い
て
も
、住
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

①�

河
川
・
道
路
愛
護
作
業
の

実
施
期
間
等
の
見
直
し

②
市
営
墓
地
の
今
後

と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答  

国
の
電
気
代
補
助
制
度

に
お
い
て
、本
市
は
交
付
金
の

単
価
が
高
く
、企
業
誘
致
に

有
利
な
状
況
で
あ
る
。ま
た
、

立
地
企
業
や
増
設
企
業
へ
の

支
援
は
、他
の
自
治
体
に
も

引
け
を
と
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。な
お
、誘
致
の
際
は
、補

助
以
外
に
も
、行
政
手
続
の

支
援
や
民
有
地
の
情
報
提
供

な
ど
、企
業
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
って
い
く
。  

問  

企
業
誘
致
に
対
す
る
市

長
の
熱
い
思
い
を
伺
う
。

答  

川
内
火
力
発
電
所
跡

地
、川
内
港
久
見
崎
み
ら
い

ゾ
ー
ン
、高
城
産
業
用
地
、ガ

ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
、川
内
宮

之
城
道
路
の
現
場
整
備
や
、

入
来
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
を
進
め
る
こ
と
で
、産
業
集

積
に
よ
る
地
域
雇
用
創
出
、

地
域
経
済
活
性
化
に
よ
る
稼

ぐ
力
の
向
上
を
進
め
て
い
く
。

〇�

日
本
版
ラ
イ
ド
シェア
の
体

制
と
今
後
の
展
望

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

今い
ま
し
お
や
塩
屋　
裕ゆ

う
い
ち一

「
空
家
対
策
」
独
自
に

　
  

法
定
外
目
的
税
の
創
設
を

屋や
ひ
さ久　
弘ひ

ろ
ふ
み文

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ

　
　
　
　
　
　
　

  

の
対
応
は

上う
え
の野　
真し

ん
い
ち一

加
工
用
米
を
作
付
す
る

　
　
　
農
家
へ
の
支
援
を
問
う

月 イベント内容

6月 関西万博に合わせた関西国際空港での特産品ＰＲ

8月 東京都八王子市の道の駅での物産展

9月 関西かごしまファンデー

10月 博多エキナカマイング広場での物産展

12月 関東圏の道の駅での物産展

1月 東京都庁全国ＰＲイベントコーナーでの物産展

2月 東京都赤坂での本市・呉市・今治市の合同物産展

　※　この他、きんかん・らっきょう等の農産物についても、

　※　県外の取引市場へのＰＲやトップセールスを計画している。

令和7年度 薩摩川内市をPRする7つのイベント

【
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
】

　

顧
客
や
取
引
先
等
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
や
言
動
の
う
ち
、
不
当
・

悪
質
で
、

労
働
者
の

就
業
環
境

が
害
さ
れ

る
も
の
。

個
人
質
問
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問  

子
育
て
関
連
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
化
と
、子
育
て

支
援
総
合
拠
点
施
設
の
必
要

性
を
感
じ
る
が
、こ
の
こ
と

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は

答  

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
化
等

に
つ
い
て
は
、改
善
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。こ
の
た
め
、

現
在
の
施
設
を
活
用
し
た
ソ

フ
ト
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、子
育

て
関
連
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

化
に
つ
い
て
は
、そ
の
改
善
を
、

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

に
関
わ
る
組
織
機
構
再
編
の

中
で
、令
和
７
年
度
中
に
検

討
す
る
。

指
定
文
化
財
の
保
護
・
保
存

を
地
域
ぐ
る
み
で

問  

指
定
等
文
化
財
の
保

護・保
存
に
お
け
る
課
題
は

答  

指
定
等
文
化
財
は
所
有

問  

大
学
等
の
最
新
の
研
究

成
果
と
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
活
用
し
て
成
果
を
見
え
る

化
し
た
医
療
費
等
低
減
の
た

め
の
市
民
参
加
型
実
証
実
験

に
取
り
組
み
、当
該
成
果
を

段
階
的
に
全
市
民
へ
普
及
す

べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
所
見

を
問
う
。

答  

今
回
提
示
し
た
ス
マ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
計
画
等
を
踏
ま
え
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。た
だ
し
、い

く
つ
か
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、こ
れ
ら
を
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
解
決
し
、実
現
す
る

方
向
に
持
って
い
き
た
い
。

離
島
及
び
中
山
間
地
域
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

問  

令
和
２
年
度
に
隈
之
城

川
流
域（
勝
目
川・百
次
川
）

が
決
壊
し
た
原
因
は

答  

梅
雨
前
線
の
長
期
停
滞

に
伴
う
破
堤
や
越
水
が
原
因

で
あ
る
。県
に
よ
る
復
旧
は
、

原
形
復
旧
だ
け
で
な
く
、堤

防
の
か
さ
上
げ
等
を
行
い
、再

発
防
止
が
図
ら
れ
た
。

問  

そ
の
際
、矢
倉
排
水
ポ

ン
プ
は
稼
働
し
て
い
た
の

か
。

答  

稼
働
し
て
い
た
が
、処

理
能
力
を
上
回
る
水
量
に
よ

り
、浸
水
面
積
が
拡
大
し
た
。

問  

被
害
を
受
け
た
河
川
の

具
体
的
な
対
策
は

答  

水
位
監
視
カ
メ
ラ
や
浸

水
検
知
セ
ン
サ
ー
の
設
置
で

監
視
体
制
を
強
化
し
、臨
時

ポ
ン
プ
を
新
た
に
設
置
し
た
。

問  

新
た
な
協
議
会
を
つ
く

り
、市
が
国
や
県
に
働
き
か

け
て
は
ど
う
か
。

答  

今
回
設
置
さ
れ
る
流
域

水
害
対
策
協
議
会
は
、隈
之

城
川
流
域
に
特
化
し
て
お
り
、

国
が
調
整
し
て
開
催
す
る
。

問  

流
域
水
害
対
策
計
画
と
は

者
の
財
産
で
あ
り
、管
理
に
つ

い
て
も
所
有
者
が
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、高
齢
化
や

地
域
の
過
疎
化
、地
域
に
お
け

る
人
と
の
繋
が
り
の
希
薄
化

等
に
よ
り
、管
理
が
困
難
な
も

の
も
あ
る
。今
後
ど
の
よ
う
に

文
化
財
を
保
存
し
、未
来
へ
継

承
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
。

問  

文
化
財
に
対
す
る
考
え

方
と「
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
」の
方
向
性
を
示
せ
。

答  

人
口
減
少
や
高
齢
化
等

に
よ
り
、文
化
財
を
地
域
だ
け

で
守
っ
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で

は
な
い
と
考
え
る
。こ
の
こ
と

か
ら
、文
化
財
が
観
光
資
源

と
な
る
よ
う
、新
た
な
魅
力
を

創
出
す
る
と
共
に
、「
市
全
体

で
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化

に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
な
計

画
」を
、関
係
部
局
や
協
議
会

と
連
携・協
議
し
な
が
ら
作
成

し
て
い
く
。

〇�

ス
マ
ー
ト
デ
ジ
タ
ル
化
の
今

後

問  

離
島
な
ど
で
は
、地
域

住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
環
境
整
備
等
の
社
会
運
営

の
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
る
。こ
の
た
め
、各
省
庁
が

進
め
る
地
域
活
性
化
の
様
々

な
施
策
を
参
考
に
、「
地
域
社

会
が
雇
用
を
生
み
、存
続
が

可
能
と
な
る
新
た
な
社
会
シ

ス
テ
ム
」を
構
築
す
る
た
め

の
机
上
研
究
を
行
い
、モ
デ

ル
地
区
に
お
い
て
実
地
検
証

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
提
案
し
た
い

が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

答  

地
域
の
担
い
手
確
保
や

雇
用
を
創
出
す
る
施
策
を
含

め
、ま
ず
は
各
省
庁
の
政
策

の
複
合
的
な
活
用
な
ど
、庁

内
各
部
で
所
管
し
て
い
る
制

度
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

く
。

①�

医
療
福
祉
に
関
わ
る
Ｄ
Ｘ

の
具
体
的
施
策
は

②�

フ
ェ
リ
ー
及
び
高
速
船
の

運
賃
改
定
に
関
わ
る
課
題

と
対
策
は

答  

「
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必

要
か
」「
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
が

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
れ

ば
、住
民
の
安
心
安
全
に
貢

献
で
き
る
か
」計
画
す
る
も
の

で
あ
る
。

問  

平
佐
川
流
域
の
湛
水
の

際
は
、ポ
ン
プ
の
処
理
能
力

が
不
足
し
て
い
た
と
聞
い
て

い
る
。ポ
ン
プ
の
増
強
を
事

業
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

平
佐
川
流
域
に
お
い
て
、

ポ
ン
プ
の
処
理
能
力
が
適
わ

な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。現
在
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
が

多
く
増
水
ま
で
の
時
間
も
短

い
た
め
、効
果
的
な
対
応
を

総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
。

問  

指
定
の
経
緯
や
今
後
の

対
策
等
に
つ
い
て
、住
民
説

明
会
を
開
催
し
て
は
ど
う

か
。

答  

令
和
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ト
ー

ク
で
周
知
し
、要
望
が
あ
れ
ば

出
前
講
座
等
で
説
明
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

冨と
み
よ
し吉　
雄ゆ

う
じ二

隈
之
城
川
特
定
都
市
河
川
の

　
　
　
　
　
　

  

管
理
を
問
う

宮み
や
の野　
健け

ん
い
ち一

持
続
可
能
な
医
療
介
護
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
言

犬い
ぬ
い井　
美み

か香

子
育
て
関
連
の

　
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
化
を

【
Ｄ
Ｘ
と
は
？
】

　
単
な
る
新
し
い
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

で
は
な
く
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
、
私
た
ち

の
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
に
変
化
さ
せ
る

こ
と
。

Digital Transformation の略
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問  

過
去
に
道
路
整
備
の
要

望
が
あ
っ
た
、県
道
山
田・隈

之
城
線（
隈
之
城
小
学
校
前

～
隈
之
城
交
差
点
）と
、県
道

荒
川・川
内
線（
隈
之
城
交
差

点
～
麓
霧
島
踏
切
）の
道
路

整
備
に
つ
い
て
、現
状
と
今

後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答  

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

本
区
間
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
事
業
箇
所
の
進
捗
状
況
や

優
先
度
等
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。な
お
、カ
ラ
ー
舗
装

の
劣
化
へ
の
対
応
や
、外
側
線

等
の
引
き
直
し
に
つ
い
て
は
、

市
か
ら
県
に
早
急
な
対
応
を

要
請
し
て
い
き
た
い
。

問  

通
称
宮
崎
バ
イ
パ
ス
も
、

一
部
区
間
の
供
用
開
始
が
予

定
さ
れ
て
い
た
が
、遅
れ
が

生
じ
て
い
る
。残
り
区
間
の

早
期
実
現
に
向
け
た
県
へ
の

要
望
は
、ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
考
え
か
。

答  

県
に
次
の
工
区
と
し
て
、

県
道
山
田・隈
之
城
線
ま
で
の

約
９
０
０
メ
ー
ト
ル
の
新
規

事
業
化
を
要
望
し
た
。本
市

問  

公
園
で
の
イ
ベ
ン
ト
時

は
、多
く
の
車
両
の
駐
車
に

加
え
、開
渠
水
路
も
あ
る
関

係
で
離
合
が
難
し
く
、人
も

自
転
車
も
危
険
で
あ
る
。道

路
の
拡
幅
は
で
き
な
い
か
。

答  

開
渠
水
路
部
分
は
、「
蓋

の
設
置
」か「
暗
渠
化
に
よ
る

道
路
拡
張
」を
行
う
こ
と
で
、

車
両
の
離
合
等
に
利
用
可
能

で
あ
る
が
、ま
ず
は
、隣
接
民

有
地
と
の
調
整
や
、電
柱
移

設
に
伴
う
関
係
者
と
の
協
議

を
進
め
る
。

御
陵
下
運
動
公
園
の
整
備
を

問  

市
民
が
笑
顔
で
集
え
る

場
と
し
て
、次
の
６
点
を
整

備
で
き
な
い
か
。①
公
園
の

拡
張
②
鉄
棒
等
の
遊
具
の
増

設
③
東
屋
等
の
日
よ
け
の
増

設
④
椅
子
の
新
造
⑤
木
の
根

に
よ
る
凸
凹
の
解
消
⑥
自
転

車
進
入
禁
止
の
看
板
設
置

答  

①
②
低
木
等
の
移
植
を

要
す
る
た
め
、可
否
の
調
査
を

行
う
。③
④
現
地
調
査
し
、修

繕
が
必
要
な
も
の
は
速
や
か

に
対
応
す
る
。⑤
現
地
調
査

問  

「
は
ん
と
け
ん
体
操
」を

多
く
の
市
民
に
広
め
る
た

め
、市
と
し
て
支
援
や
協
力

が
で
き
な
い
か
。

答  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

１
名
を
、市
の
全
額
負
担
で

３
年
間
平
佐
西
地
区
に
配
置

す
る
人
的
支
援
の
ほ
か
、隊
員

の
活
動
を
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

で
周
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
は
ん
と
け
ん
体
操
」の
活

動
を
通
じ
た
周
知
は
な
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問  

広
報
紙
等
に「
は
ん
と

け
ん
体
操
」の
方
法
等
を
掲

載
で
き
な
い
か
。

答  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
支
援
と
い
う
こ
と
で
の

広
報
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

文
化
観
光
推
進
政
策
の
展
開

問  

文
化
観
光
推
進
の
た
め

の
組
織
体
制
の
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答  

本
市
の
自
然
、歴
史
、文

化
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の

魅
力
発
信
や
、シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
る
た
め
、令
和
４

と
し
て
は
、引
き
続
き
残
り
区

間
の
早
期
実
現
に
向
け
て
要

望
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
安
全
対
策
を
問
う

問  

本
市
の
通
学
路
安
全
推

進
会
議
は
、原
則
、年
２
回

以
上
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。子
供
達
が
安
心
し

て
通
学
で
き
る
環
境
整
備
を

迅
速
に
行
う
に
は
少
な
い
た

め
、回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

答  

緊
急
に
対
応
す
べ
き
危

険
な
通
学
路
が
あ
り
、緊
急

で
通
学
路
安
全
推
進
会
議
で

の
対
応
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
、関
係
機
関
と
連
携

し
て
合
同
点
検
を
実
施
す
る

な
ど
し
て
、通
学
路
に
お
け
る

安
全
対
策
の
改
善
や
充
実
を

図
って
い
く
。

〇
市
道
の
維
持
管
理

し
、先
行
し
て
整
地
等
を
行

う
。⑥
利
用
者
に
注
意
を
促

す
看
板
設
置
に
取
り
組
む
。

食
の
ま
ち
薩
摩
川
内
市
と
し

て
取
り
組
む
考
え
は

問  

地
産
地
消
の
食
材
で
農

家
や
漁
家
の
安
定
し
た
収
入

を
確
保
し
、生
活
習
慣
病
予

防
を
促
進
す
る「
食
の
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て
、官
民
で

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答  

第
３
次
薩
摩
川
内
市
食

育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
の

基
本
目
標
に「
さ
つ
ま
せ
ん
だ

い
の〝
食
〟」の
実
現
を
掲
げ
て

い
る
。関
係
団
体
と
連
携
し
、

地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
て

い
く
。

①�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
事

務
マ
ニュア
ル
作
成

②�

川
内
川
市
街
地
向
田
地
区

桜
並
木
への
ト
イ
レ
設
置

年
４
月
に
組
織
再
編
を
行
っ

た
。文
化
観
光
の
推
進
に
つ
い

て
は
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
と
観

光
物
産
課
が
、文
化
財
の
調

査・研
究・保
護
を
担
う
社
会

教
育
課
と
連
携
を
密
に
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

再
資
源
化
の
推
進

問  

今
後
も
生
じ
て
い
く
草

木
の
ご
み
に
対
し
、草
木
の

堆
肥
化
等
の
再
資
源
化
に
、

民
間
と
協
同
で
取
り
組
む
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答  

庁
内
の
若
手
職
員
か
ら

も
、生
ご
み
と
草
木
の
再
資

源
化
に
関
す
る
提
言
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、再
資
源
化
に
向

け
て
他
市
町
村
の
取
組
状
況

を
調
査
す
る
ほ
か
、民
間
事

業
者
の
情
報
を
収
集
し
、実

現
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査・

研
究
を
行
って
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
通
告

山や
ま
も
と元　
勉つ

と
む

平
佐
西
の
「
は
ん
と
け
ん
体
操
」、

　
　
　
　
　
　

  

今
後
の
広
が
り
は

森も
り
な
が永　
靖や

す
こ子

市
道
御
陵
下
運
動
公
園
線
の

　
　
　
　
　
　

 

道
路
整
備
を

山や
ま
ひ
ら平　
達た

つ
や也

道
路
整
備
の
対
策
を
問
う

そ
の
他
の
質
問
通
告
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問  

本
市
で
設
立
さ
れ
た
、

部
活
動
の
地
域
指
導
に
お
け

る
人
材
バ
ン
ク
の
現
状
や
、

地
域
指
導
者
数
の
推
移
は

答  

本
市
で
は
、運
動
部
活

動
・
文
化
部
活
動
の
充
実
と

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図

り
、令
和
５
年
２
月
に
人
材
バ

ン
ク
を
設
立
し
た
。現
在
、地

域
移
行
す
る
部
活
動
を
段
階

的
に
増
や
し
な
が
ら
、地
域
指

導
者
を
各
学
校
に
派
遣
し
て

い
る
。

川
内
レ
ガ
ッ
タ
大
会
の
支
援

問  

本
年
６
月
開
催
予
定

の
、現
役
大
学
生
選
手
に
よ

る「
早
慶
対
抗
エ
イ
ト
」に
向

け
た
広
報
や
企
画
は

答  

市
の
広
報
紙
を
は
じ
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

周
知
、報
道
機
関
へ
の
情
報

提
供
を
行
う
。ま
た
、交
流
人

口
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、市

ロ
ー
イ
ン
グ
協
会
と
連
携
の

問  

Ｉ
Ｂ（
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
）を
導
入
し
て
い
る
公
立
の

学
校
へ
の
視
察
を
経
て
、市
教

育
委
員
会
と
し
て
の
見
解
を

問
う
。

答  

Ｉ
Ｂ
に
お
け
る
探
求
型
の

教
育
は
、今
求
め
ら
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
学
び
そ
の
も

の
で
あ
り
、Ｉ
Ｂ
の
理
念
に
は

共
感
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。一

方
、教
育
課
程
の
編
成
に
つ
い

て
は
、教
員
の
働
き
方
改
革
に

相
反
す
る
業
務
量
や
予
算
に

大
き
な
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
た
。

問  
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま

る
英
国
語
学
研
修
事
業
に
お

い
て
、対
象
と
な
る
生
徒
と
そ

の
選
考
は
ど
の
よ
う
に
な
る

か
。

答  

応
募
対
象
は
、本
人
が

薩
摩
川
内
市
在
住
で
、市
内

公
立
中
学
校
、東
郷
学
園
義

務
教
育
学
校
後
期
、れ
い
め
い

中
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
の

う
ち
、学
校
長
か
ら
推
薦
さ
れ

た
生
徒
で
あ
る
。選
考
は
、課

題
作
文
、英
語
試
験
、面
接
な

ど
に
よ
る
選
考
会
に
よ
っ
て
行

問  

改
定
後
の
要
件
を
遡
及

し
て
支
援
す
る
な
ど
、地
元

出
身
の
若
者
に
対
す
る
要

件
を
更
に
緩
和
し
、職
種
を

問
わ
な
い
支
援
が
で
き
な
い

か
。

答  

本
事
業
の
目
的
は
、学

生
の
市
内
就
職
促
進
と
地
元

企
業
の
人
手
不
足
解
消
で
あ

る
。令
和
７
年
度
か
ら
新
制

度
で
の
交
付
が
始
ま
る
た
め
、

当
面
は
制
度
の
周
知
と
人
材

確
保
に
努
め
る
。

本
市
の
少
子
化
対
策
を
問
う

問  

女
性
に
特
化
し
た
雇
用

確
保
に
つ
い
て
、研
究
の
進

捗
状
況
を
示
せ
。

答  

女
性
が
就
職
先
に
首
都

圏
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
は
、高

う
え
、関
係
機
関
と
も
協
議

し
て
い
く
。

問  

地
元
の
経
済
効
果
を
高

め
る
方
法
を
検
討
で
き
な
い

か
。

答  

チ
ー
ム
の
合
宿
に
伴
う

経
済
効
果
の
ほ
か
、市
民
向
け

の
体
験
教
室
等
で
競
技
人
口

の
拡
大
を
、チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン

を
取
り
込
む
こ
と
で
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

さ
ら
に
魅
力
あ
る
、新
た
な

商
業
施
設
の
誘
致
を

問  

コ
ス
ト
コ・無
印
良
品
等

の
店
舗
や
、イ
オ
ン
モ
ー
ル・

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
等
の

誘
致
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

コ
ス
ト
コ
誘
致
に
よ
る
熊

本
県
御
船
町
の
人
口
増
等
は

承
知
し
て
い
る
。地
域
へ
の
影

響
の
考
慮
や
各
種
調
整
を
要

す
る
が
、事
業
所
の
意
向
等

が
あ
れ
ば
、立
地
に
向
け
た
相

談
や
支
援
を
行
う
。

わ
れ
、５
人
を
選
考
す
る
予
定

で
あ
る
。

公
設
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
に
つ
い
て

問  

川
内
駅
東
口
側
公
設
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
酷
い
状

況
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
や
要

望
が
あ
る
が
、そ
の
対
応
に

と
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
問

う
。

答  

公
設
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
適
正
な
利
用
を
促
す
文
書

を
、令
和
６
年
６
月
に
自
治

会
未
加
入
者
へ一斉
通
知
し
て

い
る
。今
後
も
状
況
把
握
に

努
め
、看
板
設
置
等
に
よ
る

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、そ
の

後
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、収

集
施
設
の
増
設
を
検
討
し
て

い
く
。

額
給
与
や
希
望
職
種
の
存
在

な
ど
が
あ
る
。こ
の
た
め
、本

市
で
は
、女
性
が
継
続
し
て

働
け
る
環
境
整
備
や
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
の
推
進
を
行
う
企

業
を
、女
性
活
躍
推
進
認
定

企
業
に
認
定
し
て
い
る
。今
後

は
、企
業
誘
致
や
創
業
支
援

制
度
を
基
本
と
し
て
、令
和

７
年
度
中
に
新
た
な
支
援
制

度
を
検
討
す
る
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
問
う

問  

県
道
吉
川
川
内
線
に
お

け
る
朝
夕
の
交
通
渋
滞
を
解

消
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

答  

こ
れ
ま
で
、右
折
レ
ー
ン

の
延
伸
や
高
城
産
業
用
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
幅
が

行
わ
れ
て
い
る
。令
和
７
年
度

か
ら
着
手
予
定
の
新
設
道
路

の
整
備
は
、渋
滞
緩
和
に
つ
な

が
る
見
込
み
で
、今
後
も
国・

県
・
警
察
と
連
携
し
て
渋
滞

対
策
に
努
め
る
。

①
広
報
の
現
状
を
問
う

②
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
先
進
度
調
査

小こ
ば
や
し林　
健た

け
し

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　

  

対
象
者
拡
大
を

山や
ま
な
か中　
真

ま
ゆ
み由
美

国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入

　
　
　
　
　
　
と
英
語
力
向
上
を

松ま
つ
ざ
わ澤　
力い

さ
お

中
学
校
の
部
活
動
環
境
の

　
　
　
　
　
　
　
更
な
る
改
善

年度 登録者数

R4 14

R5 26

R6 34
（R7.3.5現在）

人材バンク登録者数

そ
の
他
の
質
問
通
告

従来の制度 新制度

年齢上限 正規雇用時に30歳未満 登録時に35歳未満

補助金額 返還額の1/2 返還額の2/3

上 限 額 上限200万円 上限300万円

就職要件 市内の中小企業等 大企業を含む市内企業等

奨学金返還支援補助金 新旧制度の比較

山積みとなっているごみ袋
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問



問  

第
３
次
総
合
計
画
に
あ

る
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ど
の
よ
う
な

取
組
を
す
る
の
か
。

答  

事
業
者
に
よ
る
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
に
対
し

て
必
要
な
支
援
を
行
い
、産

業
立
地
等
を
目
指
す
ほ
か
、

系
統
用
大
型
蓄
電
池
事
業
や

水
素
事
業
な
ど
の
新
た
な
技

術
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問  

ワ
ッ
ト
ビ
ッ
ト
連
携
構

想
に
取
り
組
む
考
え
は

答  

国
に
お
い
て
は
、ワ
ッ
ト

ビ
ッ
ト
連
携
構
想
に
基
づ
く

脱
炭
素
電
源
や
、水
素
等
の

新
た
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

近
傍
へ
の
産
業
集
積
等
が
構

想
さ
れ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ら

の
情
報
収
集
を
行
って
い
く
。

予
算
事
業
に
つ
い
て

問  

交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
に
は
、薩
摩
川
内
音
楽
祭

事
業
の
よ
う
な
若
者
対
象
事

業
だ
け
で
な
く
、中
高
齢
者

向
け
の
事
業
も
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答  

幅
広
い
年
齢
層
が
参
加

問  

南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
が
本
市
に
与
え
る
効
果
は

答  

移
動
時
間
の
短
縮
の
ほ

か
、交
流
人
口
や
立
地
企
業

の
増
加
等
が
期
待
で
き
、緊

急
輸
送
道
路
と
し
て
の
役
割

等
も
踏
ま
え
て
、効
果
は
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。

問  

次
の一手
と
し
て
、完
成

が
見
え
て
き
た
南
九
州
西
回

り
自
動
車
道
と
東
九
州
自
動

車
道
を
横
断
的
に
結
ぶ
新
た

な
国
直
轄
の
道
路
構
想
を
検

討
し
て
い
く
考
え
は

答  
国
・
県
と
広
域
的
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
、関
係
市

町
村
と
も
将
来
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

農
業
用
水
路
に
流
す
生
活
排

水
へ
の
対
応
を

問  

農
繁
期
後
の
生
活
排
水

が
流
入
す
る
農
業
用
水
路
は

誰
が
管
理
す
る
の
か
。

答  

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
受

益
者
や
土
地
改
良
区
で
の
維

持
管
理
が
困
難
な
場
所
は
、

問  

物
価
高
騰
対
策
は
不
十

分
で
は
な
い
か
。

答  

市
の
財
政
状
況
を
鑑
み

て
、現
在
の
対
策
が
最
大
、最

善
と
考
え
て
い
る
。

地
震
と
原
発
、対
策
が
機
能

し
な
い
こ
と
の
想
定
を

問  

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、

発
生
確
率
が
非
常
に
高
く
、

今
後
40
年
以
内
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
～
９
ク
ラ
ス
の

地
震
が
発
生
す
る
確
率
は

90
％
と
さ
れ
て
い
る
。本
市

に
お
け
る
被
害
想
定
は

答  

津
波
に
よ
る
死
者
が
40

人
、避
難
者
が
１
千
４
０
０
人

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

問  

地
震
と
原
発
事
故
が

重
な
り
、オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
に
職
員
が
参
集
で
き
な

い
場
合
で
も
、オ
フ
サ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
は
役
割
を
果
た
せ

る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答  

道
路
の
寸
断
等
で
職
員

が
参
集
で
き
な
い
事
態
は
起

こ
り
う
る
が
、自
衛
隊
等
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
運
用
す
る
な

ど
、職
員
の
参
集
は
様
々
な

で
き
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
は
、令

和
６
年
度
に
お
い
て
も
、民
間

の
事
業
等
で
複
数
回
開
催
さ

れ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ら
の
実

施
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

問  

向
田
公
園
遊
具
施
設
整

備
事
業
の
遊
具
施
設
は
、公

園
の
北
西
の
位
置
に
設
置
さ

れ
る
。北
側
の
横
断
歩
道
に

つ
い
て
、利
用
者
の
安
全
確

保
の
た
め
に
も
、押
し
ボ
タ

ン
式
信
号
機
の
設
置
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答  

信
号
機
は
、公
安
委
員

会
が
道
路
状
況
等
を
判
断
し

て
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、向
田

公
園
整
備
後
の
市
道
に
お
け

る
交
通
量
や
セ
ン
ノ
オ
ト・向

田
公
園
の
利
用
状
況
等
を
確

認
し
、信
号
機
の
設
置
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、公

安
委
員
会
に
要
望
す
る
。

市
が
必
要
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
が
、様
々
な
課
題
も
出
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、維
持
管

理
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
参
り
た
い
。

排
水
条
件
の
悪
い
地
域
に
お

け
る
宅
地
化
の
問
題
点

問  

県
営
湛
水
防
除
事
業
地

内
に
お
け
る
住
宅
の
建
設
へ

の
対
応
は

答  

近
年
、県
営
湛
水
防
除

事
業
区
域
内
で
も
宅
地
化
が

進
み
、住
宅
地
と
な
っ
て
い
る

地
域
が
増
加
し
て
い
る
。住
宅

建
設
は
、農
地
転
用
な
ど
所

定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で

可
能
で
あ
る
た
め
、規
制
は
難

し
い
。

①
財
源
の
確
保

②�

子
ど
も
に
係
る
国
民
健
康

保
険
税
均
等
割
の
減
免

方
法
で
行
う
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。ま
た
、こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
原
子
力

防
災
訓
練
も
行
って
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
公

募
、や
め
る
べ
き
で
は

問  

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら

再
度
の
任
用
を
２
回
ま
で
と

す
る
項
目
が
削
除
さ
れ
て
か

ら
、公
募
を
や
め
る
方
針
の

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。本

市
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答  

そ
も
そ
も
、最
初
の
採
用

時
に
は
必
ず
公
募
を
行
う
は

ず
で
あ
る
。継
続
に
つ
い
て
は
、

３
年
ご
と
に
面
接
を
や
り
直

し
て
、再
度
任
用
す
る
か
ど
う

か
判
断
し
て
い
る
。

①
職
員
の
労
働
環
境

②
多
胎
児
家
庭
への
支
援

③
障
害
児
通
所
支
援
制
度

そ
の
他
の
質
問
通
告

井い
の
う
え上　
勝か

つ
ひ
ろ博

十
分
と
言
え
な
い
物
価
高
騰
対
策
、

　
　
　
　
　
　
　

 

市
長
の
英
断
を

福ふ
く
だ田　
俊し

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

国
交
省
直
轄
の
新
高
規
格
道
路

　
　
　
　
　
　
の
構
想
を
問
う

成な
り
か
わ川　
幸こ

う
た
ろ
う
太
郎

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
通
告
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初
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算
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正
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換
会
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並
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に
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般
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議員と意見交換会を行う団体を募集

議員と語ろう
　薩摩川内市議会では、市議会及び議員の政策提案機能の強化・拡大を図るため、議員と意見交換
会を行う団体を募集します。

１　対象
　・　地区コミュニティ協議会、自治会、各種団体、市民グループ等
　　（各種団体及び市民グループは、原則１０人以上の参加が可能な団体に限ります。）

２　開催時期
　・　令和７年７月中旬～１月末
　※　ただし、議会が開会している期間（各定例会の期間）は、除きます。

３　意見交換の内容等
　・　あらかじめ提出いただいたテーマ（原則３件以内）に基づき意見交換を行います。
　・�　テーマを設定される際は、議会として対応できないものや、政策に反映できないような、単
なる市当局への苦情等を目的としたものにならないように御留意ください。

　・　会議時間は１時間３０分程度としています。

４　開催場所
　・�　原則、応募団体が希望される場所で開催します。なお、開催会場は応募団体で確保されるよ
う、お願いします。

５　参加する議員
　・　本市議会の議員を３班に編成し、原則、１つの班（８～９人）が参加します。

６　応募方法
　・�　本市議会のホームページに掲載してある申込書に必要事項を記載し、議会事務局へ提出をお
願いします。

　・　ＦＡＸやメールによる提出も可能です。
　・　ホームページをご覧になれない場合は、お手数ですが、議会事務局へご相談ください。
　・　申込みから開催まで１～２月程度の時間を要しますので、あらかじめご了承ください。

７　申込み・問合せ先
　・　議会事務局
　　　ＴＥＬ：０９９６ー２２ー８１１５（音声ガイダンス後、内線３０１０）
　　　ＦＡＸ：０９９６ー２３ー５０１５
　　　メール：kanrichosa@city.satsumasendai.lg.jp

次の意見書を可決し、関係行政庁等に提出しました。
◆「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見書の
提出について
　（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

意 見 書



総務文教委員会

薩摩川内市少子化対策・子育て支援
基本条例の制定について
◆要望
　子育て支援等の理念
は、市内の事業所に浸透
しているとは言えないた
め、地区コミュニティ協
議会や各種団体を通して
周知に努められたい。

◆要望
　ＤＸ化が進み、本市でも
様々なスマートフォンアプ
リの運用が増えつつあるが、
これらを使い慣れていない
市民やスマートフォンを持たない市民も少
なくないため、出前講座の実施や、各地区
コミへのデジタル推進委員の設置等を検討
し、ＤＸ化の浸透を図られたい。

◆要望
　これまでのいじめ対策の
蓄積を生かして定めた「薩
摩川内市いじめ防止基本方
針」の見直し等が行われる
際は、いじめ事案の経緯や、対応状況等の
要点をしっかりと記録・蓄積し、今後にお
ける当該基本方針の見直し等に活用された
い。

市のスマホアプリが増加
市民に浸透する努力を

議案審査 所管事務

進むＤＸ化
増加する負担の軽減を
◆要望
　国が推し進めるＤＸ化に
伴う業務の影響により、当
該所管課では経費や人員の
不足等が課題となっている
ため、その状況を把握し、
職員の負担軽減を図れるよ
うな対応を検討されたい。

いじめ対策
これまでの記録を活用して

所管事務 所管事務

所管事務
耐震は大丈夫？
指定避難所の在り方の検討を
◆要望
　指定避難所について
は、旧耐震基準下の建
物が倒壊するケースが
多いことから、耐震診
断の可否を含めて指定
避難所の在り方につい
て検討されたい。

所管事務
ＬＥＤ照明
適切な交換で火災予防を
◆要望
　水銀に関する水俣条約
で、２０２７年末に蛍光
ランプの輸出入と製造が
禁止される。これに伴う
蛍光ランプからＬＥＤ照明への交換は、適切
な機器等の交換を行わないことが火災の原因
となる可能性も指摘されているため、火災予
防の観点からも周知に取り組まれたい。

陳情審査
川内港の整備促進
及び貿易振興に関する陳情
◆討論
（反対）市民から川内港を大きくして欲し
　いという声があまり聞かれない中で、市
　民にとって経済的な恩恵があるのかどう
　かも不明である。
（賛成）川内港の整備については、市議会
　も、市当局と一体となって、鹿児島県に
　対し要望を行っている。

所管事務
部活動の地域移行
教育委員会と連携を
◆要望
　スポーツ推進委員に
よる部活動の地域移行
との関わりについては、
市の所管が異なること
で支障が生じることのないよう、中学校の
生徒が主役であることを念頭に、教育委員会
との連携が図られるよう取り組まれたい。

調査事項
川内原子力発電所の
運転状況について
◆報告
　当局から、1・2 号機ともに通常運転中
であり、気体・液体廃棄物の放出量は年間
放出管理目標値を下回っていること、固体
廃棄物の貯蔵率は 75.2％であること、使
用済燃料の貯蔵率は 77.2％であること、
新燃料は 16 体を貯蔵していること、法に
基づき国へ報告を要する事象は該当がない
ことについて報告があった。

令和６年度
原子力総合防災訓練について
◆質疑
Ｑ．道路の寸断や職員の被災などの問題は、
　訓練にどのように反映されるのか。
Ａ．道路寸断を想定して防災ヘリで職員を搬送
　し、高い線量率を想定して代替オフサイト
　センターの立ち上げ訓練を含む。
◆意見
　本委員会でしっかりと議論ができるよう、
市の考え方を報告されたい。

生活福祉委員会

産業建設委員会

川内原子力発電所対策調査特別委員会

可決
 すべき

採択
 すべき

私たちが慎重にチェック！

※ 録画中継はこちら　→※ 各種委員長報告の全文はこちら　→

３月定例会では、次の日程で各委員会を開催し、付託された議案や所管事務等を
審査しました。このコーナーでは、その一部をご紹介します。

《開催日》　総務文教委員会・・・・・・・・・・・・・３月１３日
　　　　　生活福祉委員会・・・・・・・・・・・・・３月　６日
　　　　　産業建設委員会・・・・・・・・・・・・・３月１０日
　　　　　川内原子力発電所対策調査特別委員会・・・２月　７日・１５日（閉会中）

委員会
報
告

写真：第３委員会室
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総務文教委員会

薩摩川内市少子化対策・子育て支援
基本条例の制定について
◆要望
　子育て支援等の理念
は、市内の事業所に浸透
しているとは言えないた
め、地区コミュニティ協
議会や各種団体を通して
周知に努められたい。

◆要望
　ＤＸ化が進み、本市でも
様々なスマートフォンアプ
リの運用が増えつつあるが、
これらを使い慣れていない
市民やスマートフォンを持たない市民も少
なくないため、出前講座の実施や、各地区
コミへのデジタル推進委員の設置等を検討
し、ＤＸ化の浸透を図られたい。

◆要望
　これまでのいじめ対策の
蓄積を生かして定めた「薩
摩川内市いじめ防止基本方
針」の見直し等が行われる
際は、いじめ事案の経緯や、対応状況等の
要点をしっかりと記録・蓄積し、今後にお
ける当該基本方針の見直し等に活用された
い。

市のスマホアプリが増加
市民に浸透する努力を

議案審査 所管事務

進むＤＸ化
増加する負担の軽減を
◆要望
　国が推し進めるＤＸ化に
伴う業務の影響により、当
該所管課では経費や人員の
不足等が課題となっている
ため、その状況を把握し、
職員の負担軽減を図れるよ
うな対応を検討されたい。

いじめ対策
これまでの記録を活用して

所管事務 所管事務

所管事務
耐震は大丈夫？
指定避難所の在り方の検討を
◆要望
　指定避難所について
は、旧耐震基準下の建
物が倒壊するケースが
多いことから、耐震診
断の可否を含めて指定
避難所の在り方につい
て検討されたい。

所管事務
ＬＥＤ照明
適切な交換で火災予防を
◆要望
　水銀に関する水俣条約
で、２０２７年末に蛍光
ランプの輸出入と製造が
禁止される。これに伴う
蛍光ランプからＬＥＤ照明への交換は、適切
な機器等の交換を行わないことが火災の原因
となる可能性も指摘されているため、火災予
防の観点からも周知に取り組まれたい。

陳情審査
川内港の整備促進
及び貿易振興に関する陳情
◆討論
（反対）市民から川内港を大きくして欲し
　いという声があまり聞かれない中で、市
　民にとって経済的な恩恵があるのかどう
　かも不明である。
（賛成）川内港の整備については、市議会
　も、市当局と一体となって、鹿児島県に
　対し要望を行っている。

所管事務
部活動の地域移行
教育委員会と連携を
◆要望
　スポーツ推進委員に
よる部活動の地域移行
との関わりについては、
市の所管が異なること
で支障が生じることのないよう、中学校の
生徒が主役であることを念頭に、教育委員会
との連携が図られるよう取り組まれたい。

調査事項
川内原子力発電所の
運転状況について
◆報告
　当局から、1・2 号機ともに通常運転中
であり、気体・液体廃棄物の放出量は年間
放出管理目標値を下回っていること、固体
廃棄物の貯蔵率は 75.2％であること、使
用済燃料の貯蔵率は 77.2％であること、
新燃料は 16 体を貯蔵していること、法に
基づき国へ報告を要する事象は該当がない
ことについて報告があった。

令和６年度
原子力総合防災訓練について
◆質疑
Ｑ．道路の寸断や職員の被災などの問題は、
　訓練にどのように反映されるのか。
Ａ．道路寸断を想定して防災ヘリで職員を搬送
　し、高い線量率を想定して代替オフサイト
　センターの立ち上げ訓練を含む。
◆意見
　本委員会でしっかりと議論ができるよう、
市の考え方を報告されたい。

生活福祉委員会

産業建設委員会

川内原子力発電所対策調査特別委員会

可決
 すべき

採択
 すべき

私たちが慎重にチェック！

※ 録画中継はこちら　→※ 各種委員長報告の全文はこちら　→

３月定例会では、次の日程で各委員会を開催し、付託された議案や所管事務等を
審査しました。このコーナーでは、その一部をご紹介します。

《開催日》　総務文教委員会・・・・・・・・・・・・・３月１３日
　　　　　生活福祉委員会・・・・・・・・・・・・・３月　６日
　　　　　産業建設委員会・・・・・・・・・・・・・３月１０日
　　　　　川内原子力発電所対策調査特別委員会・・・２月　７日・１５日（閉会中）

委員会
報
告

写真：第３委員会室
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３月定例会このようになりました

主な議案の議決結果等（予算議案を除く）

会　　　期 令和７年２月１８日～令和７年３月２５日（３６日間）

議決等件数 原案可決 ６８件（条例１６件、予算３３件、その他１９件）
承　　認 ２件 同　　意 ４件

陳　　　情 採択　２件 請　　願 なし

○総文：総務文教委員会
○生福：生活福祉委員会
○産建：産業建設委員会

議決結果
付
託
先
凡
例

議案
番号 議　　案　　の　　件　　名　　・　　概　　要 付託

委員会 議決結果

1 財産の取得について	 	
　中学校の教科書の改訂に伴い、教師用指導書・指導教材を取得しようとするもの ‐ 原案可決 全会一致

13
薩摩川内市少子化対策・子育て支援基本条例の制定について
　社会全体として少子化対策・子育て支援に取り組み、豊かで活力のある持続可能な社会の形成に
　寄与するため、本条例を制定しようとするもの

総文 原案可決 全会一致

14

薩摩川内市未来のまち創生整備基金条例の制定について
　地域振興や福祉向上を図る公共施設等の整備への財源として本基金を設置しようとするもの
（反対討論）本条例案をはじめ、地域振興や福祉の増進を「原子力発電施設等立地地域基盤整備支援
　事業交付金」に頼ると、原発依存から抜け出せなくなる危険性がある。

総文 原案可決 賛成多数

15 薩摩川内市報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　本市が新たに設置する甑ミュージアム運営協議会の報酬額を定めようとするもの 総文 原案可決 全会一致

16 可愛地区コミュニティセンター新築（建築）工事請負契約の変更について	 	
　施工内容の一部を変更する必要が生じたため、工事請負契約の変更をしようとするもの 総文 原案可決 全会一致

17 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
　懲役と禁錮を廃する代わりに拘禁刑が創設されるため、関係条例の整理を行おうとするもの 総文 原案可決 全会一致

18 薩摩川内市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　所定外労働の制限対象となる職員の範囲を拡大し、所要の規定の整備を図ろうとするもの 総文 原案可決 全会一致

19
薩摩川内市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　職員の給料月額、初任給調整手当の限度額、期末手当と勤勉手当支給割合並びに特別職の職員と
　議会議員の期末手当支給割合を改定し、所要の規定の整備を図ろうとするもの

総文 原案可決 全会一致

20

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について
　デジタル化に伴う行政手続や行政運営の改善に起因する、上記法律の一部改正に伴い、関係条例
　の整理を行おうとするもの

総文 原案可決 全会一致

21

薩摩川内市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について
　�厚生労働省関係省令の整備に関する省令の公布による指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、所要の規定の整理を行おうとするもの

生福 原案可決 全会一致

22
薩摩川内市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について
　介護保険法施行規則の一部改正に伴い、所要の規定の整理を行おうとするもの

生福 原案可決 全会一致

23

薩摩川内市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び薩摩川内市特定教育・
保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
　子ども・子育て支援新制度施行時に設けられていた経過措置の一部について期限を延長し、所要
　の規定の整備を図ろうとするもの

生福 原案可決 全会一致

24 薩摩川内市国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例の制定について
　薩摩川内市里診療所歯科医師住宅用地の分筆に伴い、その位置を変更しようとするもの 生福 原案可決 全会一致

25
新型コロナウイルス感染症に感染した薩摩川内市国民健康保険の被保険者等に対する傷病手当金に
関する条例を廃止する条例の制定について
　上記の傷病手当金について、保険給付の期間満了に伴い、当該条例を廃止しようとするもの

生福 原案可決 全会一致

※ 『３月定例会 このようになりました』における｢全会一致｣は、議長を除く出席者全員が賛成であったことを示します。
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陳情の処理状況

議案
番号 議　　案　　の　　件　　名　　・　　概　　要 付託

委員会 議決結果

26
薩摩川内市水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関す
る条例等の一部を改正する条例の制定について
　布設工事監督者と水道技術管理者の資格を見直し、所要の規定の整備を図ろうとするもの

生福 原案可決 全会一致

27 薩摩川内市総合運動公園の有料公園施設等の指定管理者の指定について
　現管理者の指定期間が令和６年度末に満了するため、新たに指定管理者を指定するもの 産建 原案可決 全会一致

28
薩摩川内市藺牟田池自然公園施設及び薩摩川内市祁答院生態系保存資料施設の指定管理者の指定に
ついて
　現管理者の指定期間が令和６年度末に満了するため、新たに指定管理者を指定するもの

産建 原案可決 全会一致

29 道路メンテナンス事業飯母橋橋梁上部工工事請負契約の締結について	 	
　本市が施行する上記の工事について、工事請負契約を締結しようとするもの	 	 産建 原案可決 全会一致

30 ５災第１号市道江石里線道路災害復旧工事請負契約の変更について
　施工内容の一部を変更する必要が生じたため、工事請負契約の変更をしようとするもの 産建 原案可決 全会一致

31 薩摩川内市入来公園施設の指定管理者の指定について
　現管理者の指定期間が令和６年度末に満了するため、新たに指定管理者を指定するもの 産建 原案可決 全会一致

32 都市公園（川内地域及び樋脇地域）の指定管理者の指定について
　現管理者の指定期間が令和６年度末に満了するため、新たに指定管理者を指定するもの 産建 原案可決 全会一致

33 都市公園（樋脇地域）及び普通公園（入来地域及び祁答院地域）の指定管理者の指定について
　現管理者の指定期間が令和６年度末に満了するため、新たに指定管理者を指定するもの 産建 原案可決 全会一致

34
～
41

普通公園の指定管理者の指定について
（川内地域・樋脇地域・東郷地域・里地域・上甑地域・下甑地域・鹿島地域）
　現管理者の指定期間が令和６年度末に満了するため、新たに指定管理者を指定するもの

産建 原案可決 全会一致

42 薩摩川内市寺山いこいの広場の指定管理者の指定について
　現管理者の指定期間が令和６年度末に満了するため、新たに指定管理者を指定するもの 産建 原案可決 全会一致

43
薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
　老朽化の著しい中郷住宅２棟９戸と、宇都住宅１棟４戸について、その用途を廃止しようとする
　もの

産建 原案可決 全会一致

44 薩摩川内市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について
　老朽化の著しい中津住宅１棟２戸について、その用途を廃止しようとするもの 産建 原案可決 全会一致

66 副市長の選任について	 	
　副市長の任期満了に伴い、新たに副市長を選任しようとするもの		  ‐ 同　意 全会一致

67
薩摩川内市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　デジタル化に伴う行政手続や行政運営の改善に起因する、上記法律の一部改正に伴い、所要の規
　定の整備を図ろうとするもの

‐ 原案可決 全会一致

68 監査委員の選任について
　監査委員の任期満了に伴い、新たに監査委員を選任しようとするもの ‐ 同　意 全会一致

69
・
70

人権擁護委員候補者の推薦について
　人権擁護委員２名の任期満了に伴い、新たに候補者２名を法務大臣に推薦しようとするもの ‐ 同　意 全会一致

陳情
番号 陳　　情　　の　　件　　名 提出者 付託

委員会 議決結果

1

川内港の整備促進及び貿易振興に関する陳情
（反対討論）川内港の利活用は、１握りの大企業は恩恵を受けるものの、市民に直接
　還元されるものではない。地方自治法でも、自治体の仕事は福祉の増進とあるため、
　税金は物価高騰中の市民を支えるために使うべきである。

薩摩川内市
貿易振興
協会

産建 採　択 賛成多数

2 「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を
求める意見書の提出を求める陳情

持続可能な
学校の実現
をめざす会

総文 採　択 全会一致

※　予算議案の詳細はP2～ P6をご確認ください（いずれも原案可決されました）。
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第２回（６月）　定  例  会  予  定

市議会だよりは、国産竹を10％使った紙
（中越パルプ工業株式会社川内工場で製造）
を使用しています。

QRコードは（株）
デンソーウェーブ
の登録商標です。

市
議
会
Ｈ
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詫
び
と
訂
正

　
11
月
か
ら
広
報
委
員
と
な
り
、

市
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、市
議
会
だ
よ
り
を

多
く
の
皆
様
の
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
、市
議
会
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
今
号
で
は
、今
年
度
の
当
初
予

算
等
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
も
、重
要
な
市
議
会
だ
よ

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、是

非
、ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
広
報
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
、市
民
の
皆
様
が
市
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　（
佐
多
　
貴
文
）

　薩摩川内市議会では、本会議や委
員会を傍聴できます。団体で傍聴さ
れる場合は、事前に議会事務局へご
連絡ください。

【本会議の傍聴手順】
①市役所４階の議場傍聴席に行く。
②入口にある傍聴人受付簿に、住所・
　氏名・年齢等を記入する。
③傍聴人受付簿を受付箱に入れる。
④入場する。

※傍聴席にはモニターがあり、議員
　の発言が字幕で確認できます。
※傍聴席は50席あり、傍聴者多数の
　際は入場制限を設けさせていただ
　きます。

【委員会の傍聴手順】
①市役所３階の議会事務局に行く。
②カウンターにある傍聴人受付簿に、
　住所・氏名・年齢等を記入し、職員
　に渡す。
③職員の指定する場所で待機し、委
　員長の許可が得られた場合、委員
　会室に入場する。

※傍聴者の入場者数には制限がござ
　います。

【連絡・問合せ先】
・議会事務局　☎ 0996-22-8115
（音声ガイダンス後、内線3010）

本会議・委員会を
傍聴しよう

〔
委 

員 

長
〕
山
　
元
　
　
　
勉

〔
副
委
員
長
〕
佐
　
多
　
貴
　
文

〔
委
　
　
員
〕
山
　
平
　
達
　
也

　
　
　
　
　
　
冨
　
吉
　
雄
　
二

　
　
　
　
　
　
宮
　
野
　
健
　
一

　
　
　
　
　
　
松
　
野
　
信
　
作

広
報
委
員
会

自治体広報紙配信
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６
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松
野
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員
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個
人
質
問
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内
容
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言
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趣
旨
と
異
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印
象
を
与
え
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表
現

が
あ
り
ま
し
た
。
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て
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。
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令
和
７
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３
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５
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い
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い
高
等
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校
の
２
年
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現
在
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３
年
生
）が
、「
職
場
体
験
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習
」
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環
で
市
議
会
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訪
れ
、本
会
議

（
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員
の一
般
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傍
聴
し
ま
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。
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傍聴席の入口にある「傍聴人心得」を
熟読してから傍聴に臨まれました。

（
訂
正
前
）隈
之
城
交
差
点
の
横
断
歩
道
に

　つ
い
て
は
、警
察
署
長
に
要
望
ま
で
し
て

　い
る
が
、整
備
に
至
っ
て
い
な
い
。
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（
訂
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後
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之
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差
点
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横
断
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て
は
、地
域
住
民
か
ら
警
察
署
長
に

　要
望
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
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が
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　に
至
っ
て
い
な
い
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